
 

『環境計量士国家試験問題の正解と解説・第 41回』訂正表 

                                                                       H28.2.2 

頁，行，問題番号 誤 正 

110 頁下 6～3 行目 

(問 9) 

2 残響室の設計指針おいて､･･･の解説

を右記の文章に差し替え  
2 JIS Z 8734 の 5.3 に「0.06 未満で

反射性とする。」とあるので正しい。 

110 頁下 2～1 行目 

(問 9) 
3 残響室表面の吸音率は､･･･の解説を削除 

111 頁上 2～3 行目 

(問 9) 
4 表 4 に残響室内の… 

3  JIS Z 8734の 5.5、表 4に残響室内

の温度及び相対湿度の許容変動範囲の

基準があり正しい。 

 

表 4  残響室内の温度及び相対湿度の許

容変動範囲 

相対湿度 

(%) 

温度θ 

(℃) 

＜30 30∼50 ＞50 

−5≦θ＜10 
±1℃ 

±3% 

±1℃ 

±5% ±3℃ 

±10% 
10≦θ＜20 

±3℃ 

±5% 

20≦θ＜50 
±2℃ 

±3% 

±5℃ 

±5% 

±5℃ 

±10% 

 

 

111 頁上 4 行目 

(問 9) 

 

右記の文章を挿入 

 

4 JIS Z 8734 の 5.5 に「気圧の測定誤

差は±1.5 kPa 以下とする。」とあるの

で正しい。  

208 頁上 7 行目 

(問 17) 
𝑌𝑌(𝑆𝑆) =

𝐺𝐺(𝑆𝑆)・ 𝐼𝐼(𝑆𝑆)・ 𝐻𝐻(𝑆𝑆)
1 + 𝐺𝐺(𝑆𝑆)・ 𝐼𝐼(𝑆𝑆)・ 𝐻𝐻(𝑆𝑆)

・ 𝑋𝑋(𝑆𝑆) 𝑌𝑌(𝑆𝑆) =
𝐺𝐺(𝑆𝑆)・ 𝐼𝐼(𝑆𝑆)・ 𝑋𝑋(𝑆𝑆)

1 + 𝐺𝐺(𝑆𝑆)・ 𝐼𝐼(𝑆𝑆)・ 𝐻𝐻(𝑆𝑆) 

 


